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１．はじめに 

心身ストレスを緩和する方法の一つに音楽を用

いた方法が知られている。このような音楽には、振

幅や周期のゆらぎのスペクトルが 1/f 特性を示す

「1/f ゆらぎ」が含まれており、このゆらぎが個人の生

体リズムに近いときに心身ストレスを緩和すると言

われている[1]。しかしながら、そのような音源は、メ

ロディやリズムといった人の嗜好に関係する要素も

含み、それゆえにそこに含まれる 1/f ゆらぎ独自の

効果については不明な点が多い。1/fゆらぎ独自の

効果を明らかにするためには、音源から嗜好の影

響を取り除き、1/f ゆらぎが心身ストレスを緩和する

主要因であることの検証、及びストレス緩和に効果

的な生体リズムと音源のゆらがせ方の組み合わせ

をみつけることが必要である。しかし、現段階では、

計測検討のための実験システムが構築できていな

い。そこで本研究では、(1)計測システムを構築す

る、(2)超音波試聴予備実験を行う、(3)生体リズムと

音源のゆらがせ方の組み合わせをみつける実験を

効率化することを目的とした。ここでは紙面の都合

上、(2)について述べる。 
 

２．超音波試聴予備実験 
人の嗜好を取り除くために、非可聴音である超

音波正弦波(20kHz)を、1/f ゆらぎ信号で振幅変調

したものをゆらぎ音源として被験者に提示し、生体

信号として LF/HF 指標[2]を計測する（平均音圧レ

ベルは100dB）。比較のため、無変調の超音波をス

トレス源とする。提示シーケンスは、順番で影響が

出てこないように、次の２種類をランダムに用いる。 
① ストレス (60sec)→ゆらぎ (90sec)→ストレス

(60sec)→休み(90sec) 
② ストレス (60sec)→休み (90sec)→ストレス

(60sec)→ゆらぎ(90sec) 
なお、被験者は心身ともに健康な 20 歳男子２名で

あり、複数回（4 回）の計測を行って統計的に解析

を行った。 
 
３．結果と考察 
図１、２に各シーケンスにおける被験者の生体信

号の変化を示す。図 1 はシーケンス①で実験を行

った時の被験者の LF/HF 指標の変化を箱ひげ図

で表したものであり、図 2 はシーケンス②で実験を

行った時の被験者の LF/HF 指標である。ここで、

箱ひげ図とはデータの中心、散らばりの具合、異

常値を表示する。箱の下部は1/4位の値を示し、上

部は 3/4 位の値を示す。また、中央の太線は中央

値(2/4 位)を示す。両端のひげは箱の長さの 1.5 倍

の範囲内での最大値と最小値を表しており、ひげ

の外に出たデータは外れ値である[3]。 
図 1 より、1/f ゆらぎを提示した時に LF/HF 指標

が低下することがわかる。一方、休みを与えた時は

LF/HF 指標が低下しない。このことは、1/f ゆらぎが

ストレスを緩和させる効果を持つという可能性を表

している。一方、図 2より、1/fゆらぎを提示した時は

LF/HF 指標が低下しているようにみえるが、図 1 と

比べると傾向が弱い。これは被験者が測定終了を

意識しストレス緩和効果が弱まっているものと推測

している。 
今回の実験のデータから 1/f ゆらぎが心身ストレ

スを緩和する主要因であることの期待は高まったが、

被験者の数が少ないので信憑性が低い。今後は、

被験者が測定終了を意識しないような実験方法の

工夫を行うとともに、被験者を増やして統計的信頼

度を向上する必要がある。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

図 1.シーケンス①における LF/HF 指標の変化 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2.シーケンス②における LF/HF 指標の変化 
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